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教育活動における Office365 の活用 

―活用推進に向けた取り組みを通して― 
 

熱 田   健*  山 城 絹 江*  後 藤 英 樹**  岩 﨑 政 志* 

キーワード   

・ICT 教育、教育の情報化、Office365、クラウドサービス、Forms、ファイル共有 

        

 

Ⅰ はじめに 

 中央教育審議会答申（平成 28年 12 月 21 日）において、「情報活用能力（情報技術を手段として活用す

る力を含む）の育成」について、言語能力等と等しく、教科等を超えた全ての学習の基盤として育まれ活

用される資質・能力として明記された。それを受け、小中学校学習指導要領解説総則編において、「将来の

予測が難しい社会において，情報を主体的に捉えながら，何が重要かを主体的に考え，見いだした情報を

活用しながら他者と協働し，新たな価値の創造に挑んでいくためには，情報活用能力の育成が重要」と位

置づけられている。情報活用能力の育成には ICT 活用が不可欠であるが、ICT 活用には、教員による活用

と児童生徒による活用の二つの側面がある。教員による活用としては、児童生徒の学習への興味・関心を

高めたり、学習内容をわかりやすく説明したりするなど指導方法としての活用及び校務における活用があ

げられる。また児童生徒の活用としては、情報を収集・選択したり、文章や図・表にまとめたり、学習活

動の充実のために、ICT を活用することがあげられる。 

本県においても ICT 環境が整備されつつあり、教科指導も含め、各教育活動においてそれらを効果的に

活用できる教員の育成と児童生徒の情報活用能力の育成を目指している。当教育センターでは、ICT を活

用したよりよい授業、校務の効率化を実現するために、全ての県立学校職員にクラウドサービス Office365 

Education(以下、Office365 という)のアカウントを個別に発行し、そのサービスが学校内だけでなくあら

ゆる場において利用できる環境を整えた。さらに全児童生徒一人一人にもアカウントを発行できる体制も

整えている。特にアンケートシステムの「Forms」やファイル共有等を可能にする OneDrive for Business

（以下、OneDrive）は様々な教育活動での活用が期待され、新しい授業づくりにも繋がると考えている。

Office365 は、その他にも様々なサービスを提供しているが、教育活動での利用はまだ始まったばかりで

あり、本研究では、教育現場での活用を推進するため、操作マニュアルを作成し配布するとともに、

Office365 実習講座を実施することで、操作スキルの習得及びその利便性についての啓蒙を図っていく。 

また、生徒用アカウントを申請した学校等の実践事例を収集・検証することで、効果的な活用を模索し、

学校への情報提供を図り、活用を促していきたい。 

 

Ⅱ 研究内容 

１ Office365 Education について 

(1)  導入の経緯 

Office365 とは、マイクロソフト社から提供されるクラウドサービスで、電子メールをはじめ、

ワード、パワーポイント以外にもクラウドストレージ（OneDrive）やアンケートシステム（Forms）

等の Office 系アプリケーション等多数のアプリケーションで構成されている。 

Office365 のメリットとしてはクラウドサービスであるため、必要な時に、インターネットに繋

がる場所から、さまざまなデバイスで利用することが可能であるということである。生徒は学校の

PC だけでなく、自宅の PC または個人のタブレットやスマートフォンからでも利用することができ

る。またOffice365はブラウザを介して利用するためWindows以外のOSでも利用が可能であるため、

OS が異なっている端末でのデータの受け渡しが容易になる。 

もう一つのメリットとして、メールの容量が 50 ギガバイトとなったため、容量不足でメールを削

除する必要がなくなり、必要なメールを検索して活用することでメール自体をデータベース化する

方法が確立されてきている。また添付ファイルの容量も 10メガバイトから 150 メガバイトに増え、 
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容量が大きなデータをメールに添付して送信できるようになった。近年は写真の画素数が上がりデ

ータ制限にかかる場面が多かったが、利便性がかなり上がっている。また連絡先の機能を使えば、

県立学校の職員の全てのメールアドレスを検索することができるため、名前がわかれば、メールア

ドレスを瞬時に検索できる。 

  導入に至った理由としては、Office365 はクラウドサービスであるため、これまでのオンプレミ

ス環境以上のセキュリティ向上と経費削減があげられる。これまでオンプレミスとして運用したサ

ーバ群は、日々外部からの攻撃対象となっていた。クラウドサービスを利用した運用にすることで、

より安全な環境を構築し、運用することができるようになった。また、Office365（教育版）は無料

で利用できることから、サーバ導入及び管理・運営の経費が削減することに繋がった。メール以外

のサービスについても同様に、より安全な環境下、無料で利用することに繋がっている。また新学

習指導要領における「主体的・対話的で深い学び」を実現する上で、生徒の考えや課題を共有する

ことで、共同で課題解決に取り組むなど、クラウドサービスを効率よく活用することで深い学びへ

の実現が期待される。加えて教師だけではなく生徒の情報活用能力の習得にも繋がることも考えら

れるため、導入に至った。 

(2) 推進に向けた取り組み 

平成 28 年度末より本県の県立学校の全ての教職員にアカウントが発行され、学校現場での活用が

広がっている。本研究では、実際に学校現場で活用が期待される機能を中心に IT 教育センターにお

いてもこれまで数多くの講座を実施してきた（表１）。そして、今回 Office365 を学校現場で容易に

活用できるように、マニュアルを作成し、講座で活用すると共に学校でも利用できるように工夫し

た。マニュアルは、教育センターのホームページよりダウンロードできる。 

表１ 今年度 Office365 講座実施概要 

講座名 回数 参加人数（延べ数） 実施日 

長期研修講座 １ ４２名 ４月 

所員対象講座 ２ １６名 ６月 

経年研修 ２ １２４名 ８月 

夏期短期研修 １ ７０名 ８月 

スキルアップ講座 ３ ９０名 １０月～１１月 

合計 ９ ３４２名  

２ 各学校での実践について 

  平成 29年 12 月の時点で 15 校へ生徒用アカウントを発行し、授業等教育活動における生徒による

Office365 活用が始まっている。また、生徒の課外活動や教師・保護者での活用も行われており、学

校及び課外での Office365 の活用事例を紹介する。 

(1) 県立学校での実践事例について 

生徒用アカウントを活用して授業に取り

組んでいる学校の中からコザ高等学校の教

科「情報」の授業を紹介する。１年生の授業

で、ジグソー法を取り入れた「情報セキュリ

ティ」の授業で Office365 を活用しており、

ペア活動やグループ活動でファイル共有や

OneDrive のストレージを利用した活用を行

っている。工夫していた点は、ログイン方法

で、一人一枚のログイン ID とパスワードが

記入されたカードを授業前に配り、それを参

照してログインしていた（図１）。前時にペ

アでOffice365の共有機能を活用してパワー

ポイントのスライドを作成し、フィッシング詐欺や不正アクセスなどの用語の意味調べ、犯罪行為

の仕組みを調べるエキスパート活動を行っていた。席替え後、ジグソー活動で、自分が調べた内容

をグループのメンバーに紹介した。最後にクロストークで情報セキュリティのためにどのようなこ

とが必要かをまとめて発表するという取り組みだった。データは全て OneDrive に保存しており、

図１ アカウントカード 

〇〇高等学校Office365情報（2019年度卒業生）

URL：

名前：

メールアドレス：

パスワード：

入学時の組番号：1年　　組　　番

注意：　他人にパスワードを教えないこと

　　　　卒業まで失くさないようにすること。
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その都度アクセスしウェブ上で編集していた。 

また、3年生では、大学の Web 出願にメールアドレス入力が必須とのことで、各自のメールアカ

ウントを利用して出願している生徒もいた。これは他の高校でも Web 出願に利用しているとの報告

があり、今後アカウント申請が増えると予想している。 

(2) グローバル・リーダー育成海外短期研修事業での実践について 

平成 29 年度グローバル・リーダー育成海外短期研修【専門高校生国外研修】の台湾研修・オース

トラリア研修の中で、情報の発信や共有、データを授受することを目的に参加生徒全員および本事

業関係者に Office365 アカウントを発行した。利用に先立って、事前研修として Office365 につい

ての研修を行い、活用方法についての指導を行った。 

活用の状況については、主に Office365 の機能の一つである組織内 SNS の「Yammer」を使用して、

現地での生徒同士または引率者とのコミュニケーションや沖縄の本研修事業スタッフとの連絡、研

修内容や経過を写真・動画や文章で記録、研修状況をリアルタイムで発信し報告等を行った。さら

に、Office365 の「Skype for Business」のビデオ通話機能で、台湾研修とオーストラリア研修の

お互いの研修について報告会実施、沖縄県産業教育フェア高校生美ら産フェア会場と台湾及びオー

ストラリア間で通信し、専門高校生国外研修事業報告を行った。また、帰国後は研修報告書と学校

発表用プレゼンを Word Online や PowerPoint Online を使って作成した。 

今回、このような研修に Office365 を活用して、研修期間中にその研修状況や動向をほぼリアル

タイムで共有し把握できたことや研修記録を時系列的にデータで保存し残すことができたことが

メリットとして挙げられた、今後、同様の事例での効果的に活用することができる可能性を感じる。

一方、課題としては、タブレット端末および通信（Wi-Fi）環境の確保、個人端末（スマホ等）で

利用する際のデータ容量の保証、利用者の活用スキル向上のための事前研修の充実等が挙げられる。 

(3) 教師による Office365 実践事例 

教師が宿題を提出し Office365 の OneDrive やワードのブラウザ編集機能を活用して、宿題をさ

せているとの回答があった。自宅に Microsoft Office がなくてもインターネットに繋がってさえ

いればウェブ上で利用でき、学校で印刷することで宿題を提出できるメリットもあるとのことであ

った。 

その他の取り組みとして、

Forms を活用して、学校評価アン

ケートを行っている学校もあっ

た。保護者対象の学校評価アンケ

ートを依頼する文書に QRコード

を印刷し、保護者のスマートフォ

ンからアンケートに回答する仕

組みで、アンケート結果を回収後、

自動集計を行っていた。スマート

フォンを持っていない保護者は

従来どおり紙のアンケートで回

答させていた。回収率を上げるた

めに学校のホームページにリン

クを貼り、そこからもアンケート

に回答させるように工夫していた。前年度に比べ、作業効率が格段に上がり、集計する時間が大幅

に短縮されたとの報告があった。他の学校へもこのような取り組みを紹介することで、学校評価ア

ンケートの効果的な分析が可能となる。 

 ３ 導入校へのアンケートをふまえた、活用に向けた取り組み 

  現在、Office365 の生徒用アカウントを 15 校に発行しており、Office365 を実際にどのように活用

しているかを Forms でアンケートを実施した。そのうち９校から回答があり、生徒用アカウントの利

用状況を報告してもらった。利用頻度では週に 1回程度利用と回答した学校が 4校と 1番多く、週に

２～３回使っている学校もあった。しかしほとんど使っていない学校も３校あった。その理由は一部

の教員だけの活用に留まっている学校とまだアカウントを取得したばかりなので、活用方法等を模索

している段階であるためだと考えられる。そのため今後、それらの学校の状況にあった支援が必要で

図 2 Office365 生徒用アカウント使用状況  
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ある（図２）。また、利用形態は授業での活用が多く、進路（インターンシップ）、課外活動（部活

動等）での活用が確認できた。主に活用されている Office365 の機能は Forms で、テストや学習等で

活用されており、またパワーポイントを共有してプレゼン資料をペアで作成する活動もあった。また

大学出願等で、就職・進学先とのやり取りをメールで行う際に、メールアドレスが必要になる。

Office365 の課題点として、OneDrive 使用などの指導に時間がかかるとの声があった。 

以上のようなことを踏まえ、活用に向けた取り組みを考えていきたい。当面は Yammer の機能を活用

して情報共有や意見交換等を行う予定である。また積極的に活用している学校へ出向き、活用方法を

調査し、講座等で活用事例を紹介したい。今後は生徒用アカウントを利用している学校へ依頼し実践

事例を報告してもらい授業づくりに共同で研究する予定である。まだ Office365 を活用していない学

校に活用事例として紹介し、今後のより効果的な活用と普及に努めたい。 

 

Ⅲ まとめ 

今年度の講座で Office365 を紹介したところ、受講した先生方からは「ぜひ使ってみたい」という声が

多く寄せられた。生徒用のアカウントを申請する学校も増え、今後ますます活用する学校が増えるであろ

う。実践している先生方と連携を図りながら情報共有を行い、活用しやすい環境を整えていきたい。 
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